
 

令和７年１1月２７日 

保護者の皆様 
江別市立大麻小学校  

校長 安部 由里香 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査 

本校児童の学力・学習状況の分析及び改善策について 
 晩秋の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃よ
り本校の教育活動にご支援、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 
 さて、8月２９日配付の学校だよりで今年度の全国学力・学習状況調査の結果の概要についてお知ら
せしておりましたが、さらに詳しい状況分析及び改善策についてお知らせをいたします。 
本校では、結果の分析から得られた課題の改善に努め、子どもたちに確かな学力を身に付けさせてい

きたいと考えておりますので、引き続きご家庭のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

１．平均正答率からの分析 
（１）本校児童の教科別理解度（全国平均正答率との比較） 

教 科 国  語 算  数 理科 

結 果 上回っている やや上回っている 上回っている 

 

（２）本校児童の領域別理解度（全国平均正答率との比較） 
 
２．各教科の分析と改善策 

国 
語 

分類 
学習指導要領の内容 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 

区分 言葉の特徴や使い方 情報の扱い方 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 

結果 上回っている 下回っている 上回っている 上回っている 上回っている 

算 
数 

分類 学習指導要領の領域 

区分 数と計算 図形 変化と関数 データの活用 

結果 やや上回っている 上回っている やや上回っている やや上回っている 

理
科 

分類 学習指導要領の領域 

区分 エネルギー 粒子 生命 地球 

結果 上回っている 上回っている 上回っている 上回っている 

 
 
【国語】 
本校の国語の平均正答率は、全国・全道を上回る結果となりました。分類の思考力、判断力、表現力

のうち「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」は、全国正答率より上回りました。一方、知識
理解の「情報の扱い方」は全国の正答率より下回っており、本校の課題と捉えております。問題形式ご
とにみると、解答が記号等を選択する「選択式」に比べ、単語を記入する「短答式」や記述式では低い
正答率でありました。 設問の内容を理解し切れていないということや、文字数などの条件を満たして
書くことに課題があると捉えております。 

 

＜国語：今後の授業・指導の改善点＞ 

◆与えられた条件を整理し、解答に必要な条件を理解できるようにします。 

◆与えられた条件の中で文を書くことができるようにします。 

◆人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるようにし

ます。 

 

 



 

 

【算数】 
本校の算数の正答率は、全国をやや上回り、全道を上回る結果となりました。領域ごとに見ていくと

「図形」が全国を上回った結果となり、「数と計算」「変化と関数」「データの活用」は、やや上回りまし
た。全ての領域で全国以上でしたが、「数と計算」「変化と関係」「データの活用」の領域が他の領域と比
べ正答率が低くなっていました。また、「図形」の性質については基本的事項の定着が十分でしたが、学
んだことを日常の場面で活用する力に課題があると捉えております。また、設問から得られる情報量が
多いため、何を問われているのかを捉え、解くために必要な数値を選択する等に苦慮している児童が多
いことがわかりました。 
 

＜算数：今後の授業・指導の改善点＞ 

◆「数と計算」領域を中心に、既習事項の定着と活用をできるようにしていきます。 

◆グラフ・表の読み取りを言語化して説明できるようにしていきます。 

◆データや情報を整理し、立式できるようにしていきます。 

◆算数用語や概念を理解し、それを利用できるようにしていきます。 

 

 

【理科】 

本校の理科の正答率は、全国・全道を上回る結果となりました。領域ごとに見ていくと「エネルギー」・

「粒子」・「生命」・「地球」を柱とする領域すべてにおいて全国を上回る結果となりました。知識・技能

の問題が全体として正答率が高く、思考する問題で少し正答率が下がりました。３年生で学習した内容

を忘れている問題もありました。復習を通して履修事項を再確認していくことが必要だとわかりました。 

 
＜理科：今後の授業・指導の改善点＞ 

◆「物質とエネルギー」領域を中心に、既習事項の定着と活用ができるようにしていきます。 

◆顕微鏡の操作など、実験器具の使い方の定着を図ります。 

◆日常生活における理科のものの見方と考え方を働かせる授業展開を図ります。 

 

 
※ 各教科で本校児童にとって特徴的な結果の見られた問題を紹介していますのでご覧ください。 

正答率の低い問題【国語】 

●１ 話すこと・聞くこと【思考・判断・表現】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趣旨：目的や意図に応じて、日常生

活の中から話題を決め、集めた材

料を分類したり関係付けたりし

て、伝え合う内容を検討すること

ができるかどうかをみる。 

前述の町田さんの発言内容を読

み取ることができなかった誤答が

半数。町田さんの発言内容から「複

数の質問を関連付ける」というとこ

ろまでは捉えられたが、小森さんの

「大切にしていることをきっかけ

に大変なこと」という発言から、イ

ンタビューで「より深く聞きたいこ

とを引き出そうとしている」こと

は、捉えられなかった誤答が半数あ

りました。 

話し合いの場面において、それぞ

れの話し手の話の内容をとらえる

ようにしていきます。 



 

●２ 書くこと【思考・判断・表現】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●３ 読むこと【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趣旨：目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する

ことができるかどうかをみる。 

 記入した児童の中で、決められた三条件のうち、「６０字以上」という条件は全員がクリアできていますが、「傍線部

の書き直し」という内容条件や「２観点から言葉や文を取り上げる」という引用条件を満たしていない児童が多かった

です。また、一つの観点を記入するだけで、文字数制限に達してしまった児童もいました。 

 資料や与えられた条件にそって、字数を意識しながら文章を書くトレーニングをしていきます。 

趣旨：目的に応じて、文章と図表などを結び付ける

などして必要な情報を見つけることができるかど

うかをみる。 

 文章中のどの部分が図表の内容と結び付けられ

ているかを捉えられない児童が多かったです。 

 初めて読む長文と関連する図表を結び付けて論

じる経験を積むことを今後行っていきます。 



 

正答率の低い問題【算数】 

 

●１Dデータの活用【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２ B図形【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣旨：目的に応じて適切なグラフを選択して

出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数

を用いて記述できるかどうかをみる。 

５年生で学習した、目的に応じてデータを集

めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目

し、問題を解決するために適切なグラフを選

択し判断することができていない児童が多

かった。データ分類の仕方を復習していきま

す。 

趣旨：基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用いて記述で

きるかどうかをみる。 

５年生で学習した面積の公式を適切に利用して説明することができない児童がいました。 

公式の復習をしていきます。 



 

 

●３ A数と計算【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●３（３） A数と計算【知識・技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●４（２） A数と計算【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣旨：分数の加法について、共通する単位分数

を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分 

数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できる

かどうかをみる。 

3

4
と

2

3
の共通する単位分数は

1

12
であるが、それぞ

れの分母の最小公倍数のみを着目し、12と答え

てしまった児童がいました。 

ケアレスミスをなくすよう、問題を振り返る時間

を確保できるようすすめていきます。 

趣旨：数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単

位分数の幾つ分として捉えることができるかどう

かをみる。 

1目盛りが
1

3
と気づけたが、イは 1と

1

3
が2つ分で、

1
2

3
とするところを

2

3
と答えてしまった児童がいまし

た。見直しする時間を確保するようすすめます。 

5年生で学習した平均の求め方を忘れている児

童が多かったです。平均は、合計÷個数で求め

るが、何を合計とするかを捉えることができな

かった児童がいました。類似した問題の復習を

していきます。 

趣旨：伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問

題を解決するために必要な数量を見いだし、 知り

たい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記

述できるかどうかをみる。 



 

 

●４（４） C変化と関係【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

正答率の低い問題【理科】 

 

●２（１） Ａ物質とエネルギー【知識・技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２（２） Ａ物質とエネルギー【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣旨：「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が

「増量前の量」の何倍になっているかを表すことが

できるかどうかをみる。 

5 年生で学習した百分率を正しく理解できていない児童が多かったです。10%

増量したことで増量前の 110%に当たることは理解しているが、それが何倍に

当たるのかを理解することが必要でした。 

趣旨：身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付け

られる物があることの知識が身に付いているかどうかをみる。 

３年生で学習したことを忘れている児童が多かったです。鉄だ

けが電気を通し磁石に引き付けられることを復習していきま

す。 

趣旨：電気の回路のつくり方について、実

験の方法を発想し、表現することができ

るかどうかをみる。 

問題の「電気を通さない持ち手」を見逃している児童が多く、混乱したと思われます。条件になる図や文をしっ

かり確認することができればできる問題でした。 



 

 

●３（２）Ｂ生命・地球【知識・技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●４（１）Ａ物質・エネルギー【思考・判断・表現】 

 

 

 

 
 

●４（３）Ａ物質・エネルギー【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣旨：顕微鏡を操作し、適切な像にするための

技能が身に付いているかどうかをみる。 

顕微鏡を操作した実体験から答えを導き出す問

題でした。しかし今までの操作回数が少なかっ

たことや倍率が上がると花粉の大きさが変わる

ことなど、復習をしていきます。 

趣旨：水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための監察・実験の方法が適切で

あったかを検討し、表現することができるかどうかをみる。 

実際の実験ではサーモインクやサーモテープを使用することが多く、色の変化に意識しまう児童が多い結果だ

と思われます。前に行った実験との関連を考えながら次の実験をする経験を多く持ちます。 

趣旨：水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面

積が減少した理由を予想し、表現することができるかどう

かをみる。 

４の解答が多かったです。「水は冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に考え、

面積が減ったことの理由を考えるところ、「水は、氷になると体積が増える」

という根拠に引っ張られて解答したと思われます。「平均気温が高くなるとで

きにくくなる」が「面積が減る」と関連づけることが難しかったと思われま

す。 



 

児童生徒質問紙調査の結果及び改善策 

 

１ 全国平均を上回っている項目で特徴的なもの 

項      目 

これまでの生活の中で、自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがありましたか 

５年生までに受けた授業で PC・タブレットなどの ICT機器をどの程度使用しましたか 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT機器で文章を作成することができると思いますか 

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表

していましたか 

国語の勉強は得意ですか 

国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたりくわしく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫

して文章を書いていますか 

算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか 

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できていますか 

自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりしていますか 

理科の授業では、問題に対して答えがどのようになるのか、自分で予想（仮説）を考えていますか 

理科の授業で観察や実験の進め方や考え方が間違っていないか振り返って考えていますか 

健康にすごすために、授業で学習したことや保健室の先生などから教えられたことを、普段の生活に役立てていますか 

 

２ 全国平均を下回っている項目で特徴的なもの 

項       目 

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できていますか 

自分と違う意見について考えるのは楽しいですか 

友達関係に満足していますか 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか 

学校の授業時間以外に、普段,１日当たりどれくらいの時間、PC・タブレットなどの ICT機器を、勉強のために使っていま

すか 

あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除きます） 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれていると思いますか 

算数の勉強は得意ですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

〇タブレット使用に関する項目はほとんど全国平均を大きく超えています。普段の学習では毎日使う授業構成になって

いること・ＩＣＴを有効に使用した対話活動を研修部が中心となって進めている効果だと考えられます。「分かりやす

く伝える手段」「自分のペースで進められる個別最適な学び」「友達との協働活動」などより効果的にタブレットを使

用し学習効果を高めていく必要があります。 

 

○土日、１時間以上２時間未満の勉強をしているという回答が１番多く、全国比より低かったものの家庭学習時間の定

着が見られます。タブレット使用も「授業時間以外に使用している」項目が全国比より低いことから、家庭学習等の時

間の中で内容を充実させることが大切だと考えます。「家庭学習を全くしない」という回答が０％だったことから前年

度より改善されていますが、引き続き家庭学習の啓蒙活動と内容の充実に向けて良いノートの交流など具体的に子ど

もたちと取り組んでいきます。 

 

○ 「自分にはよいところがあるか」という質問では、「どちらかといえば」も含めると、９割近くが自分のよさを捉えて

おり、自己肯定感をもっている子が多くいます。また「人が困っているときは、進んで助けている」「人の役に立つ人

間になりたいと思う」「友達関係に満足している」の質問に対しても、「どちらかといえば」も含めると９割近くが「当

てはまる」と回答していました。周りの人たちに対してよい人間関係が築けている子が多くいることがわかりました。 

 


